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概要

H1  

H1ヘリコプターの飛行制御システムは、内蔵のフローティングIMUと2層のダンピング
スポンジを備え、新世代の制御と組み合わされています IMUアルゴリズムにより、ヘリ
コプターを簡単に体験できます。 H1飛行制御システムは、メインコントローラー（内蔵
のフローティングIMU、コンパス、気圧計）とデュアルモードGPSモジュールで構成され
ています。　　IMU:Inertial measurment unit　（）慣性計測装置）

メインコントローラーは、飛行制御システムのコアモジュールです。
 IMU、気圧計、GPS、コンパスモジュールを使用して、航空機の正確な姿勢制御と高精
度の測位を実現します。 
H1パラメーター調整アシスタントは、設置、飛行制御、その他の外部機器のパラメー
ターを含む、メインコントローラーへのパラメーターを構成するために使用されます。 
LEDライトは、現在のシステムステータスをリアルタイムで表示し、飛行制御の現在の
ステータスをよりよく理解するのに役立ちます。 

コンポーネントとポート：
メインコントローラー：
1.メインコントローラーには5つのPWM出力とレシーバー入力ポートがあります。 
   PWM出力ポートは、スワッシュプレートの3つのサーボ、テールサーボ、メイン
　ESCにそれぞれ接続されています。 
　テールロックはテールモーターとテールサーボをサポートします。 
2.内蔵のIMUと気圧計を使用して飛行姿勢と高度を測定し、航空機の水平方向を
    固定します GPSと合わせて飛行制御を実現します。 
3.さまざまな受信機タイプをサポートし、受信機入力はppm、s.busおよびその他
    の主流のシングルモード、自動識別をサポートします。 
4.便利で使いやすいタイプCプラグを採用。

システム構成

この製品のドキュメントは、事前の通知なしに更新される場合があります。 最新情報に
ついては、公式Webサイトhttp://www.flywingrc.comにアクセスし、製品ページにアク
セスしてください。
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 1.ピンポート：
    レシーバー、サーボ、
　ESCプラグ
2. USBポート：
    TYPE-Cポート、
    コンピューターに接続して
　調整するポート
3.GPSポート：
    GPSと外部コンパス間の
　インターフェース
4.LED：
    H1ステータス（状態表示）
　　　インジケーター

● メインコントローラポートについて：

● サポートスワッシュプレートタイプ：  

● GPSモジュール：
GPSモジュールには、GPS / GLONASSデュアルモード受信機とコンパスが含まれて
います。 
コンパスは地磁気の測定に使用され、GPSと組み合わせて航空機の水平固定点を
実現できます。
 コンパスは使用前に校正する必要があり、強磁性環境で保管および使用しないで
ください。

Nose  direction
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インストール手順 
このセクションを注意深く読み、システムが正常に動作するように、次のプロセスに従って飛行制御
システムを設置およびセットアップしてください。 
1.インストールに必要なモジュールが完了していることを確認します。 
2.教育ビデオを見る（www.flywingrc.com/video/）： 
•設置のデモンストレーションとモジュール接続のビデオを見て、飛行制御システムをヘリコプター
 に設置し、正しく接続します。
•送信機のセットアップチュートリアルをご覧ください。 
 送信機を飛行機モードに設定し、 リターン/ GPS /手動モードスイッチを設定します（5チャンネル） 
•ストップ/ラン（7チャンネル）、サークル/ 8フライ（8チャンネル）、インバートフライト（9チャンネル）
 を設定します。
•パラメータ調整ソフトウェア設定チュートリアルを視聴し、パラメータ調整ソフトウェアを実行し、
 対応する   COMポート（COM1ではない）を選択し、接続をクリックして、ソフトウェアのガイドラ
インと指示に従ってパラメータ設定を完了します。 
3.モーターの回転方向、送信機のチャンネル設定、送信機の制御不能保護（送信機の電源を切る
  と、ソフトウェアが送信機の信号が失われたことを示します）が正しく設定されているかどうかを
  確認します。 
4.磁石とスピーカーを部屋の外に移動して、部屋に磁性体がないことを確認します 
（または、ノートブックコンピュータを使用して、高圧線や鉄製の建物が外にないオープンエリア
 でキャリブレーションを行います）、 次に、ソフトウェアでコンパスを調整します。
5.各モジュールの接続が信頼できるものであり、ソフトウェアのメインインターフェイスの左側に
  エラープロンプトが表示されていないことを確認します。 
6.最初の飛行試験は、高圧線や鉄製の建物のないオープンエリアで実施してください。
   群衆から遠ざけ、コミュニティでテストしないでください。 
7.ヘリコプターの電源が入っているとき 送信機の電源がオンになっている場合は、送信機モード
   スイッチをGPSの位置にします。 オフ位置のルートスイッチ、 停止位置にある停止スイッチ、 
  フライトスイッチを通常の位置に反転します。  このとき、フライトコントロールの黄色のライトが
  点滅し、青色のライトが常に点灯します。 
  3Dモードでは、送信機のロッカーを動かしてサーボの動きを確認します。
 完了したら、GPSモードに切り替えて、衛星検索を待ちます。 衛星検索は十分な数のサテライトを
 とらえるには最初の使用では3～5分かかります。 
 良好な衛星信号を確保するために、緑色のライトが点灯してからしばらく待つことをお勧めします。 
 最後に、両方のスティックを下部の外側の角に押してロックを解除します。
 緑色のライトが点滅したら、STOP/RUNスイッチをRUNに切り替えます。 ヘリコプターは回転の加速
 を開始します。
 速度が安定した後、プッシュロッカーが上昇します。 
8.以降 Fw450lを例として、H1ユーザーマニュアルに設置効果を示します。

インストール
概要
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インストールの準備
 H1を使用する場合は、ヘリコプター、送信機受信システム、ESC、サーボ、バッテリー、
その他の機器を準備する必要があります。 
デバイスサポートタイプ：
1.ヘリコプターの種類：スワッシュプレートタイプはH3またはHR3　；主動力は電気である
　；可変ピッチまたはモーター駆動テールを備えたヘリコプター。 
2.サーボタイプ：スワッシュプレートサーボとして1520usブロードバンドサーボ、テール
　サーボとして1520usブロードバンドまたは760usナローバンドサーボを使用します。
3.ESCタイプ：メインモーターとテールモーターテールESCは標準PWM速度制御ESCを
　サポートし、動作範囲：1000us-2000us。 
4.受信機タイプ：s.bus / i.bus / w.busプロトコル、PPMプロトコル、Grauper SUMDHD08
　プロトコルをサポートします。 
5.バッテリー：3-6sリポバッテリーをサポートし、電圧検出をサポートし、低電圧保護機能
　を備えています。

ソフトウェアのダウンロード 
ソフトウェアH1-Heliをダウンロード
 https://www.flywingrc.com/software/

パラメータ調整ソフトウェアにはWin7以降のシステムが必要であり、Win10を
お勧めします

安全のため、パラメータを調整する際は、ブレードを取り外すか、モーターを外して
ください。

最高のエクスペリエンスを実現するには、オリジナルのWin10　64ビットオペレー
ティングシステムをお勧めします。
ソフトウェアプロンプトがフライトコントロールまたは通信を見つけられない場合 
インターフェイスの初期化に失敗しました。と表示された場合　ドライバをインス
トールして、コンピュータを再起動してください。 
それでも要求（プロンプト）が表示される場合は、ケーブルを交換して再試行して
ください
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要件に応じて適切にパラメータをインストールして設定する必要があります。そうしないと、飛行でき
なくなったり、重大な安全事故を引き起こす可能性があります。 
インストール手順： 1.メインコントローラーとGPSをインストールします；2.接続； 3.送信機をセットし
ます； 4.ソフトウェアの調整 ；
●フライトコントローラーシステムを取付けます 
メインコントローラーを取付けます 
メインコントローラーは上向きで、胴体と平行になっています。 LED取付マークは機首方向を指し、
中心位置は機体の重心に可能な限り近づけ、両面接着材（指定品）で胴体に固定します。
●GPSモジュールを取り付けます 
GPSモジュールは胴体と水平に平行で、GPS出口方向は頭方向を指し、両面テープで固定シートに
固定し、固定シートは両面テープでテールパイプに固定します。 結束バンドで結びつける。 設置後、
GPSモジュールが航空機の胴体と同じ高さであり、GPSがしっかりと固定されており、発信ラインが
航空機の機首と同じ高さであることを確認してください。 
GPSは、磁性材料（電源コード、ステアリングギア、モーター、磁石、ホーンなどを含むがこれらに限定
されない）から15cm以上離して設置する必要があります。そうしないと、GPS内部コンパスに干渉し
ます。
●GPSアプリケーションの要件： 
1. GPSマークの面を上向きにし、H1フライトコントローラーは矢印が機体の機首を指すようにします。
　そうしないと、正常に飛行しません。 
2.高層ビルや樹木が周囲にないようにしてください 
3.コンパスは磁気に敏感な機器であり、強い磁場、強い電場、強い電磁場（ワイヤー）から遠く離れて
　いる必要があります。 
　一部の物体の近くでコンパスの干渉や異常な進路制御が発生した場合は、できるだけ早くその場
　を離れてください
4.操作の過程でコンパスへの干渉を避けるために、 コンパス干渉の警告が表示されないように、適切
　なGPS設置位置を選択する必要があります 
　航空機の機器が最大負荷運転中の場合、 旋回現象は 飛行中には表示されません

インストールを開始

GPSはサーボから少なくとも15cmの距離を保ちます。 
SAB 580などのヘリコプターのテールチューブのテールサーボの場合は、
ロングワイヤーGPSモジュールを使用してください。
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・表面を上にすること、逆さまに取り付けないでください。
・厳しい寒さの中で使用する必要がある場合は、保温にご注意ください。 
・振動の少ない位置の近くに設置することをお勧めします

テールサーボとGPS間の距離は15cm未満です 
GPSをサーボから15cm以上離すにはロングワイヤー
バージョンのGPSを使用してください

・重心付近で振動の少ない位置に近く、胴体と平行に設置することをお勧めします。  
・飛行制御システムは、防水、防油、防塵ではありません。 
・定期的に両面テープがしっかりと貼られていることを確認してください。

飛行制御システムの接続 
以下の手順に従って接続を完了してください。
BECがない場合は、外部BECと信号線を並列に（y線を使用可能）飛行制御電気制御ポートに
接続し、BECを受信機に接続しないでください。 
低電圧リターン機能が不要な場合は、フライトコントロール側の電圧リターンラインを外す
ことができます。　　12秒バッテリーヘリコプターの場合、電圧検出機能は使用できません。

H1の金属シェルは接地用に設計されています。 
H1やH1と接触しているカーボンプレートに電源を接続しないでください。
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送信機の要件： 
1.送信機はSBUSモードをサポートする必要があります。 少なくとも9つのチャネルがあり、独自の
　Failed-Safe機能があるもの。 また、すべてのチャンネルの制御不能な保護出力を自分で設定
　できるもの。 　そうでなければ、制御不能時の保護機能を実現できません。 
2.送信機の動作モードは飛行機である必要があります。 
3.送信機のすべてのチャネルは独立して動作する必要があり、「ヘリコプターに関連するピッチ
　カーブ、スロットルカーブ、およびトランスミッターに組み込まれたリンケージストップスイッチ」
　を含む機能これらに限定されない混合制御を設定する必要はありません。 
4.制御モードスイッチとして5チャンネル3セクションスイッチ、モーターの停止と始動を制御する
　ために7チャンネル2セクションスイッチ、および半自律飛行スイッチとして8チャンネル3セクシ
　ョンスイッチを使用する必要があります。 1つのボタンで背面飛行が必要な場合は、9チャン
　ネルを2ステージスイッチとして設定する必要があります。

例としてFutaba14sgを取り上げ: 
1. 7008SB受信機をモードB（s.bus 1）に設定し、フライトコントロールを受信機のs.bus1インター
　フェースに接続します。 （この受信機はモードBがデフォルトなのであえてこの設定をする必要はない）
2.送信機を受信機にバインドし、新しいモデルを作成し、AIRPLANEを選択し、MIXしない設定

送信機の設定 

3.リンケージメニュー---機能送信機の5チャンネルを3ステージスイッチ（SA）として設定し、対応する
　航空機のリターン--- GPSモード--- 3D手動モード； 7チャンネルを2ステージスイッチ（SF）として設定
　し、モーターのSTOPとRUNに対応します； 8チャンネルは3ステージスイッチ（SB）として
　設定され、半自動のフライトクロージングに対応したNormalモードと、
　自動のオーバルフライモードと自動8の字のフライモードになります； 9チャンネルは
　2ステージSWに設定されます スイッチ（SC）、1つの主要な通常飛行と反転飛行に対応します。

4.フェイルセーフモードに入り、5チャンネルf / sをオンにします。 5チャンネルモードスイッチ（SA）を
　リターンギアに設定し、 POSで「RTN」キーを1秒間押し続けます。 次に、メインインターフェイスに
　戻ります。 ソフトウェアを観察し、GPS位置で送信機をオフにします。 ソフトウェアは送信機信号を
　失うように促しますか、それとも送信機は自動的にRETURNにジャンプしますか、チャンネル7は
　開始位置に留まります （送信機の電源を切った後、チャンネル7がSTOP位置にある場合は、チャ
　ンネル7を制御不能として設定し、チャンネル5の設定に従って開始位置にとどめてください）
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ソフトウェアを調整する 

7.「はい、これは私のヘリコプターです」をクリックすると、事前設定されたパラメータ情報が
　書き込まれ、インポートが成功します。 
　構成が異なる場合は、「構成が異なります」をクリックし、手順11に進んで一般的なモデルの
　インストールを選択してください

新しいヘリコプターをインストールします：
 「チュートリアルビデオ」をご覧になり、パラメータ調整アシスタントを実行し、ソフトウェアガイド
　ラインに従ってパラメータ設定を完了してください。 　具体的なプロセスは次のとおりです。 
1.飛行制御システムの電源が正常であることを確認します。 
2. H1をコンピューターに接続し、送信機を正しく設定し、バインドしてオンにすると、モードは3D
　になります。 
3.パラメータ調整ソフトウェアを実行します。インターフェイスが点灯するまで、適切なCOMポート
（COM1ではなく）を選択し、[Conect]をクリックします。 
4.メインインターフェイスで[新しいマシンのインストール]をクリックします。 
5.対応するモデルを選択します。
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調整が終わったら　次へをクリック
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調整出来たらフィニッシュ釦を押す
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調整 
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